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朝を制するものは、マーケットを制す？
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朝を制するものは、マーケットを制す？(1)

■海外マーケットの状況を確認
マーケットが始まる前には、カブドットコム証券にログイン。
投資情報の「トップページ」で、海外マーケットの状況を確認してください。

■ここで、チェックすべきは、ＮＹダウ、ＮＡＳＤＡＱの
値動き、ドル円の為替、日経先物ＣＭＥなどです。

■少し上級者になると、ＷＴＩ原油、金などの商品の
値動きもチェックしましょう。

■気になる指数があれば、指数名をクリックすれば、
直ぐにチャートが確認できるので便利です。

●相場のヒント
●日経先物ＣＭＥの終値は、翌朝の日本市場に大きな影響を与えま

す。前日の大証での終値を大きく乖離したときは、とりあえず、上値、
下値の目処になる場合が多いですね。

●ＮＹダウとＮＡＳＤＡＱの値動きが大きく異なる場合は、構成銘柄の
影響です。ＮＡＳＤＡＱが相対的に強い場合は、東京エレクトロン
（8035）、アドバンテスト（6857）のようなハイテク銘柄が、東京市
場でも相対的に堅調な場合が多いです。

●また、金が大幅上昇の場は、金鉱山を所有する住友金属鉱山
(5713)、貴金属リサイクルのアサヒプレテック（5855）、松田産業
（7456）、ＷＴＩ原油は、国際石油開発帝石（1605）、石油資源開
発（1662）などの銘柄が要チェックです
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朝を制するものは、マーケットを制す？(2)

■本日発表の経済指標をチェック
次は、本日発表の経済指標をチェックです。
ここで、重要なのは、事前のイメージトレーニングです。

■調査予想、前回数値がありますので、実際にどのような数値
が発表されたら、マーケットにどのような影響があるか、自分
でイメージしておきましょう。

■事前予想が悪くて、数字自体は悪くても、事前予想ほどでな
ければ、悪材料出尽くしで上昇したりすることは、良くあるこ
とです。是非、自分でこんな数値だと、株式市場はこのよう
に反応するんじゃないかと、事前に予想してみましょう。

■数多くの指標があるので、当然、全部分からないといけない
ことはありません。何か、自分の気になる指標を見つけるこ
とから、初めて見ましょう。
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朝を制するものは、マーケットを制す？(3)

■ＡＤＲ銘柄一覧をチェック
その次は、ＡＤＲ銘柄の一覧を見てみましょう。
ＡＤＲとは米国預託証書のことで、他国の株式市場に上場する際に多く利用されています。

「国内マーケット」→「株式」→「ＡＤＲ銘柄一覧」

■米国市場には、日本の個別銘柄のＡＤＲ*が上場されています
ので、これをチェックしてみましょう。
（毎営業日７：３０更新）

■米国市場のＡＤＲ終値の円換算値と、前営業日の終値との騰落
率順なので、一目でどの銘柄が、昨日のＮＹ市場で買われたの
か、売られたのか分かります。

■パナソニック（6752）、ソニー（6758）の電気機器、日産自動車
（7201）、本田技研工業（7267)、トヨタ自動車（7203）の自動
車、三菱ＵＦＪ ＦＧ（8306），みずほＦＧ（8411）のメガバンク、
野村ＨＬＤＧ（8604）の大手証券、ＮＴＴ（9432），ＮＴＴドコモ
(9437)の通信などが、ＡＤＲを上場しているので、ザックリと業
種の値動きもチェック可能です。

*ＡＤＲ：米国預託証券のこと。米国の投資家が取引しやすいように株式の代
わりに預託証券（ＤＲ）を売買する。売買・決済はドル建て
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朝を制するものは、マーケットを制す？(4)

■投資情報室をチェック
最後に、「投資情報室」を見てみましょう。
「今朝の外資系証券動向」では、外資系所証券の注文動向と、
投資情報室長の山田勉によるＮＹ市場のコメントが掲載されています。

■外資系証券動向って、どのように作られて
いるか、ご存知ですか？実は、各証券会社
の担当者へのヒアリングを単に集計したも
のです。

■外資系証券会社の担当者がお客さまから
いただいた注文内容を、すべて正確に回答
する訳でもないので、完璧な集計でも何で
もないです。

■株数ベースでの発表になりますので、低位
株とハイテク株など売り買いの銘柄に大き
な違いがあれば、株数ベースでは売り越し
でも、金額ベースでは買い越しだったりしま
すので、鵜呑みにはせず、参考程度に留め
ておくのがオススメです。

「投資情報」→「投資情報室」
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●当資料は、資産運用の参考となる情報提供や、当社サービスや商品のご紹介/勧誘を目的としています。お取引の際は、
　約款・規定集（http://kabu.com/service/clauses.asp）、契約締結前交付書面、お取扱商品の重要事項の説明
　（http://kabu.com/company/policy/inducement.asp）等を良くお読みいただき、商品特性やリスク及びお取引ルール
　（http://kabu.com/service/rule.asp）等を良くご理解の上、銘柄選択、投資時期、投資スタイル等、投資の最終決定はご自身の
　ご判断とご責任で行ってください。
●証券投資は、価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を割り込む恐れがあります。
●自動売買を含むすべてのご注文は、必ず約定するものではありません。
●各商品等へのご投資には、商品毎に所定の手数料等が必要です。詳しくは当社の手数料ご案内ページ
　（http://kabu.com/cost）等をご参照ください。
●信用取引・株価指数先物取引・海外指数先物取引・株価指数オプション取引は、保証金または、証拠金以上のお取引が可能で
　あるため、保証金または証拠金を越える大きな損失を被ることがあります。また、取引期限があり取引期限を越えてのお取引は
　できません。お取引の際はリスクに関する説明等をご覧いただき、商品特性やお取引ルール等をよくご理解の上、ご自身のご判
　断で無理のない資産運用を行ってください。
●OSE-FX・店頭FXは元本や利益を保証するものではなく、為替変動リスクや金利変動等のリスクを伴います。OSE-FX・店頭FXは、
　取引金額がお客さまが預託しなければならない証拠金の額に比べて大きい額となっており、外国為替相場や各国通貨の金利の
　変動等によりお客様に損失が生じるおそれがあります。また、その損失の額は、お客様が預託されている証拠金の額を上回る
　可能性があります。OSE-FX・店頭FXにおいて提示する売値と買値の間には差額があります。OSE-FXの委託手数料は、1約定
　ごとに手数料がかかり、各通貨1枚(1万通貨単位)あたり92円(消費税別)です。店頭FX証拠金（1万通貨あたり）は、店頭FX証拠金
　コース、通貨ペアにより25,000円～1,000,000円です。OSE-FXでは、1枚(1万通貨単位)あたりに必要な証拠金の額は、大阪取引所が
　発表する証拠金基準額をもとに当社が定めます。
●掲載情報は2010年10月30日現在のものです。詳細および最新情報は当社ホームページ（http://kabu.com）にてご確認ください。
カブドットコム証券株式会社
金融商品取引業者登録：関東財務局長（金商）第61号
銀行代理業許可：関東財務局長（銀代）第8号
加入協会：日本証券業協会、金融先物取引業協会

okuda
タイプライターテキスト

okuda
タイプライターテキスト

okuda
タイプライターテキスト




